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1 現状の記載事項 現在の医療計画において、 必ず記載しなければならない 項目として医療法第 30 条の 3 第 2 項に規定している 事項は以下のとおり 
事 項   記載内容 ( 医療計画作成指針より 抜粋 )   

0 区域 ( 二次医療圏及び 三次医療 圏 ) の設定に関す 
る 事項 ( 臨湖 30% 醗 2 時 l 靱ぴ 第 2 劣 

0 基準病床数に 関する事項 (9 療 ; 去 第 30 条の醗 21 賎皓 39) 

( 1 ) 二次医療圏の 区域 
(2) 三次医療圏の 区域 

(1 ) 療養病床及び 一般病床 
(2) 精神病床 
(3) 結核病床 
(4) 感染症病床 
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(1 ) 二次医療 圏 における地域医療支援病院の 整備目標   
一 " 
0 医療提供施設の 設備、 器械又は器具の 共同利用等 (1) 医療関係施設相互の 機能分担及び 業務連係 
病院、 診療所、 薬局その他医療に 関する施設の 相 
互の機能の分担及び 業務の連係に 関する事項 ( 蹄 
法 第 30 条 ffl3 第 2 項第 5 号 ) 
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事 項 記載内容 (5 療 計画作成指針より 抜粋 ) 

0 へき地の医療の 確保が必要な 場合にあ っては、 当 (1) 「第九次へき 地保健医療計画の 策定について」に 基づく、 へき地医療の 確保 
該 医療の確保に 関する事項 ( 臨窩 30 約 3% 朋 7%   
） ア n@ Ⅰ 

0 その他医療を 提供する体制の 確保に関し必要な 事 (1) 保健・医療・ 福祉の連係 
耳頁 (E ほ ほ 第 30 条の 3 第 2%  9% (2) 医療情報システムの 整備等   
とを検討すべきであ る。 

事 項 記 載 事 項 と す る 理 由 

0 医療安全対策の 推進   
  
: . 医療安全支援センターが 行 う 活動 身近な地域において 医療に関する 患者の苦情や 相談等に迅速に 対応する相談体制を 整 
  
    
  
  ンターを設置することとされており、 医療政策上、 医療安全対策が 重要な課題となって   

いることを踏まえ、 医療安全支援センターが 行 う 活動について 医療計画に位置づける 必   
  要 があ るのではないか。   
      ・医療機関における 医療機器の保守管理 医療機関で使用される 医療機器の保守管理については、 医療機関が自らあ るいは委託 
  
  により行うこととされているが、 医療機器産業ビジョン ( 平成 1 5 年 3 月 3 1 日 厚生男 
  
  働省 策定 ) においては、 医療機器の保守点検について 適正に行われていない 現状が示さ 

れている。 こうしたことから、 医療機器の保守管理・ 適正使用をより 効率的・効果的に   
  行っていくために 医療機関における 医療機器の管理体制を 医療計画に位置づける 必要が 
  
  あ るのではないか。 



事 % 安ミ 記 載 事 項 と す る 理 由 

@E 郎等の医療従事者の 確保等に関する 数値目標  
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0 病院双救護のメディカルコントロール 体制 病院双救護体制の 充実を図るためには、 メディカルコントロール 体制を構築すること 
が 必要であ り、 都道府県メディカルコントロール 協議会及び地域メディカルコントロー 
ル 協議会の適切な 運用と、 常時指示体制、 事後検証体制及び 再教育体制等の 充実が必要 
であ る。 救急救命士の 業務の高度化と 処置範囲の拡大が 図られている 中で、 適切な病院 
前 救護体制を確保するためメディカルコントロール 体制の充実が 課題となっていること 
から、 その整備について、 医療計画に位置づける 必要があ るのではないか。 

0 Ⅰ 
0 災害医療 自然災害や化学災害等その 他の災害において、 迅速で適切な 対応をとることが 強く求 

められており、 多 施設の医療機関間や、 関係機関間の 連携体制の確保や、 防護、 検査、 

誤 留年 呉雙ゐ薯綴怒窯義晢 兜首千ち 葎届百 : 、 鳥毛 き協旨を 。 蓄冷轄舅誤召譲港 ㍊ 犠 ; 英姿㌔ 
課題として挙げられていることから、 テロ対応も含めた 災害医療体制の 整備を医療計画 
に 位置づける必要があ るのではないか。 
また、 医療機関の施設設備における 耐震性の確保は、 震災後の災害医療提供の 基礎と 
なるものであ り、 これについても 医療計画に位置づける 必 、 要があ るのではないか。 

 
 



  事 項   記 載 事 項 と す る 理 由   

0 母子医療   
  
: . 小児救急医療を 含む小児医療の 推進 
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小児医療の高度化、 患者ニーズの 変化等に伴い、 小児科医の相対的な 不足が指摘され 
ている。 地域において 小児医療体制を 確保するためには、 /J 、 ム巳 科 医の 数 的な確保に加え、 
2 4 時間体制の小児救急医療等、 高度な医療の 集約化と、 診療所を中心とした 初期救急 
等を地域で適切に 対応できるよ う に確保するとともに、 これらの小児医療施設の 有機的 
連携が図れるよ うネ、 ッ トワーク化を 進めるなど、 小児医療の基本構想の 樹立と普及等を 
はじめとした 総合的な対策が 必要とされることから、 これを医療計画に 位置づけ、 国に 
おいても都道府県による 計画的な整備を 促す必要があ るのではないか。   
妊産婦死亡、 周産期死亡等の 改善により安心して 出産できる体制を 整備するため、 少 
子化 社会大綱に基づく 重点施策の具体的実施計画 ( 子ども・子育て 応援プラン ) ( 平成 
1 6 年 1 2 月 2 4 日少子化社会対策会議決定 ) により、 各都道府県において 総合周産期 
母子医療センターを 中核とした周産期医療体制の 構築を図るため、 産科医師不足の 是正 
を 踏まえ、 周産期医療 ネ、 ッ トワーク ( システム ) の計画的整備と 総合周産期母子医療 セ 
ンター及び地域周産期母子医療センターを 医療計画に位置づける 必要があ るのではない 
か O 

0 地域がん診療拠点病院の 位置づけ 
( その他主要な 疾病ごとの診療ネットワークの 明 
一 示 ) 
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0 重症難病患者に 係る入院施設の 確保対策の推進  
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0 エイズ 治   療 拠点病院の整備 推進  
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事 項 

0 在宅医療の推進 
( 訪問看護ステーションに 関する数値目標と 計画 
的な推進 ) 

0 精神科救急医療の 整備 

  

て月 

  

0 精神障害者の 退院促進 

記 載 事 項 と す る 理 由 
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と 比較しても少子高齢化のスピードが 速く、 介護を必要とする 高 
万人にのぼっている。 難病患者、 障害者等、 医療ニーズの 高 い在 
る 。 これら患者の QOL の向上を図るため、 できるだけ地域・ 家   
から介護保険制度が 開始されているが、 障害施策、 難病施策にま 
医療と介護の 連携を図る上で、 医療計画に明確に 位置づける必要 

える要の訪問看護ステーションの 数値目標及び 計画的推進につい 
ける必要があ るのではないか。     
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い か。 

0 医薬品，医療機器 ( 医療材料 ) の提供体制 

0 地域における 治験推進体制の 整備 

①需要変動性のあ る医薬品や急性中毒発生時等に 必要とされる 医薬用。 の確保、 また、 
②災害 時 、 へき地、 休日・夜間時に 必要な医薬品・ 医療機器 ( 医療材料 ) を必要時に 迅 
速 に提供することが 必要であ ることから、 これらについて、 その需給や確保方策を 作成 
し 、 患者に提供する 体制の整備を 医療計画に位置づける 必要があ るのではないか。 
また、 処方薬を指示どおりに 服薬しない患者が 多いとの報告があ るが、 これは、 医薬 
品の効能・効果を 最大限発揮させるという 観点からは好ましい 状況ではない " このため、 
医療計画において 服薬状況改善目標を 設定する必要があ るのではないか。 

がん等の患者に 最新の治療を 受ける機会を 提供するために、 地域ごとに患者が 治験に 
参加できる環境を 整備する必要があ るため、 地域ごとに行 う 治験の実施環境整備にっ い 
て 医療計画に位置づける 必要があ るのではないか。 



  事 項   記 載 事 項 と す る 理 由 
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